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平成２４年２月２０ロの回答時における追加質問に対する回答について

このことについで、以ドのとおり回答しますｏ

１県の検証委員会報告書においては、担当獣医師も「予牛の流産、発熱は確認してな

い。」とし、「流犯は３月２６日から４月２５日まで終始確認されていない。」と記載
しているが、県が情報開示した「病性診断記録諏」では、「子牛に泡状の流誕」との記

載があり、県の検証委員会の報告はいい加減ではないか。

（回答）県の病性診断記録簿には、「子牛に泡状の流誕」との記載があり、このことに
ついて、改めて家畜保健衛生所に確認したところ、４月１４日に従業員から聴

取した内容を記載したものであった。
一方、県の検証委員会においては、当該農場の担当獣医師から、「子牛の流派、

発熱は確認していない」、Ｆ流派は３月２６日から４月２５日まで終始確認され
ていない」との申し立てがあったことからそめ内容を記載しているものである。

２３月３１ＦＩの宮崎家畜保健衛生所の旅行命令書は着地検査（着地検疫）に書き換え
られており、公文書の偽造ではなし、ヽか。

（回答）当該農場は海外がら家畜を平成２１年１０月に輸入している。
輸入家畜については、臨床検査（着地検査）が必要であるだめ、病性診断に

合わせて着地検査を実施したことから、旅行命令上は着地検査として整理し、
修正したものである。
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